
k〉

Pg阻
同守『包E
H叉&向丸忌同史
hEaa『=個R
札同同

s》
h偽W

同守、=帽&向丸忌拘ご叫宮a『旨H

。。s町

a句担H
同a
納史杭忠角。M這
。
|
同
.
∞
∞
。
。
.

長

島

弘

589 

最
近
、
イ
ン
ド
洋
周
迭
の
園
々
の
歴
史
を
一
僅
の
も
の
と
し
て
理
解
し
よ
う

と
す
る
研
究
が
次
々
と
設
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
聞
の
事
情
は
、
生
田
滋
氏

が
本
誌
四
十
七
各
三
鋭
に
書
か
れ
た
書
評
論
文

arzvの
E
E
Z
(包・
γ

」
玄
丸
公
認
。
町
内
Q
p
b
M
M出
足
。
、
匂
・
門
川
。
遺
書
雪
町内

RHE
州
、
。
ご
と
え
に
簡
潔
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
生
田
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
本
書
は
サ

テ
ィ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
編
の
右
書
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
愛
表
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
本
書
の
著
者
た
ち
が
-
同
に
舎
す
る
研
究
舎
を
持
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
統
一
的
な
章
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
何
人
か
の
著
者
の
聞

で
は
原
稿
の
相
互
参
照
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
田
氏
も
述
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
本
書
は
一
種
の
共
同
研
究
の
成
果
と
い
え
よ
う
。
本
書
の
二
人
の

編
者
は
共
に
最
近
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
く
、
と
く
に
ピ
ア
ス
ン
は
我
が
園
で
も

『
ポ
ル

ト
ガ
ル
と
イ
ン
ド
』
(
生
田
滋
謬
)
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
イ
ン
ド
史
の
研
究
を
イ
ン
ド
洋
の
研

究
と
結
合
さ
せ
る
よ
う
な
」
大
皐
生
用
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
ま
た
「
イ
ン
ド

史
研
究
者
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
関
連
諸
地
域
史
の
研
究
者
と
の
研
究
上
の

接
鮒
を
樹
立
す
る
一
つ
の
試
み
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
各
論

文
の
タ
イ
ト
ル
、
充
貸
し
た
文
献
解
題
と
参
考
書
目
、巻
末
の
地
闘
と
索
引
の
存

在
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
本
書
の
主
要
な
章
別
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

は
し
が
き

て
序
論
!
日
主
題
の
紋
況

二
、
序
論

E
H
梗
概

三
、
十
五
世
紀
の
イ
ン
ド
洋

ジ
ュ
ヌ
グ
ィ
エ

l
ヴ
・
プ
シ
ョ

l
ン
、
デ
ニ
・
ロ
ン
バ

l
ル

四
、
十
六
世
紀
の
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
洋

M
-
N
・
ピ
ア
ス
ン

五
、
十
七
世
紀
の
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
洋

S
・
ア
ラ
サ
ラ
ト
ナ
ム

六
、
十
八
世
紀
の
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
洋
ア
シ
ン
・
ダ
ス
・
グ
プ
タ

七
、
十
六
世
紀
の
マ
ラ
パ
ー
ル
と
イ
ン
ド
洋

ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
l
ヴ
・
プ
シ
ョ

1
ン

八
、
イ
ン
ド
洋
貿
易
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
舎
社オ

ン
・
プ
ラ
カ
シ
ュ

九
、
実
ア
フ
リ
カ
と
イ
ン
ド
洋
貿
易
リ
一
五

O
O
-
-
八

O
O年

M
・
D
・
D
・
ネ
ウ
イ
ッ
ト

十
、
イ
ン
ド
洋
貿
易
に
お
け
る
セ
イ
ロ
ン
一
一
五

O
O
一
八

O
O年

S
-
ア
ラ
サ
ラ
ト
ナ
ム

十

て

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
海
上
貿
易

U

一
五

O
O-
-
八

O
O年

ア
ル
ン
二
ダ
ス

・
グ
.
フ
タ

十
二
、
一
八

O
O年
以
前
の
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
私
貿
易

P
・
I
・
マ
ー

シ
ャ
ル

十
三
、
イ
ン
ド
人
一
商
一
人
と
イ
ギ
リ
ス
人
私
一商
人
日
一
六
五
九
一
七
六

O
年

ブ
ル
ー
ス
・
ウ
ォ
ト
ソ
ン

十
四
、
中
閣
と
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
海
上
貿
易
と
政
治

G
・
B
・
ソ
l
ザ

十
五
、
港
か
ら
港
へ
日
十
六
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
イ
ン
ド
船
上
の
生
活

A
-
ジ
ャ
ン
・
カ
イ
サ
ル

M
・
N
・
ピ
ア
ス
ン

ア
シ
ン
・
ダ
ス
・
グ
プ
タ
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序
論
ー
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
一
五

O
O
l
一
八

O
O年
の
沿
海
イ
ン
ド
の
歴

史
、
同
時
期
の
イ
ン
ド
洋
の
歴
史
、
そ
し
て
雨
者
の
関
係
史
を
主
題
と
し
、
イ

ン
ド
洋
史
一
般
を
主
題
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
個
別
テ

1
7
に
つ
い
て

の
新
し
い
研
究
の
提
示
で
な
く
現
在
の
研
究
の
到
達
黙
を
示
し
、
将
来
の
研
究

方
向
を
示
唆
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
フ
ラ
ン
ス
葉
イ
ン
ド
曾
祉

に
つ
い
て
の

一
章
が
執
筆
捲
賞
者
の
死
去
で
貸
現
し
な
か
っ
た
こ
と
が
明
記
さ

れ
、
事
論
の
な
い
西
ア
ジ
ア
や
ピ
ル
マ
に
つ
い
て
は
序
論

E
で
補
足
さ
れ
て
い

る。
以
上
の
木
警
の
目
的
と
内
容
か
ら
、
本
書
評
で
は
ま
ず
序
論
部
分
、
と
く
に

梗
概
部
分
に
よ
っ
て
全
健
像
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
、
そ
の
後
の
部
分
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
論
旨
の
特
色
を
中
心
に
紹
介
し
、
最
後
に
各
著
者
相
互
聞
の

意
見
の
相
違
貼
や
今
後
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る

(
以
下
、

各
段
落
の
冒
頭
の
数
字
は
上
記
の
各
章
を
示
す
〉
。

一一

一
、
木
一
章
で
は
付
イ
ン
ド
洋
の
海
洋
史
の
研
究
の
現
炊
、
口
イ
ン
ド
洋

の
地
理
的
範
囲
、
国
一
五

O
O
l
一
八

O
O年
の
イ
ン
ド
の
海
洋
史
に
深
い
構

造
的
統
一
性
を
付
興
し
て
い
る
定
数
(
共
通
要
素
)
が
扱
わ
れ
る
。
付
で
は
海

軍
史
、
海
上
史
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
帯
園
主
義
史
観
に
基
づ
く
研
究
と
本
書

の
海
洋
史
と
の
相
違
が
述
べ
ら
れ
、
本
書
で
は
陸
上
と
海
上
で
の
活
動
を
共
生

的
と
み
る
が
、
海
上
で
の
出
来
事
を
不
嘗
に
重
親
し
は
し
な
い
こ
と
、
本
書
の

目
的
は
統
一
髄
と
し
て
の
イ
ン
ド
洋
の
歴
史
で
な
く
む
し
ろ
イ
ン
ド
の
海
洋
史

を
措
く
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
同
で
は
嘗
時
の
マ
ラ
ッ
カ
の
存
在

を
重
親
し
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
以
西
を
イ
ン
ド
洋
と
み
な
す
。
白
で
は
イ
ン
ド
洋

世
界
に
、
そ

γ
ス
l
ン
・
潜
・
船
・
船
員
に
闘
し
て
の
統
-
性
・
緩
績
性
が
見

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
貿
易
・
メ
ッ
カ
巡
躍

・
カ
ト
リ
ッ
ク
惜
の
遍
在
・
リ
ン
ガ

フ
ラ
ン
カ
と
し
て
の
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ベ
ル
シ
ア
語
、
そ
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に

よ
り
イ
ン
ド
洋
諸
地
域
が
結
合
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
最
後
に
こ
れ
ら
の
定
数
か

ら
な
る
イ
ン
ド
洋
世
界
の
構
造
の
縫
綴
性
・
強
靭
性
が
強
調
さ
れ
る
。
な
お
、

ア
デ
ン
か
ら
マ
ラ
パ
ー
ル
へ
の
航
海
の
季
節
を
十
月
J
二
月
と
し
、
航
海
長
を

サ
ラ
ン
グ
と
す
る
の
は
著
者
の
誤
解
で
あ
ろ
う
。

二
、
木
章
で
は
木
書
の
諸
論
文
に
依
嬢
し
つ
つ
、
嘗
一
該
時
期
の
イ
ン
ド
と
イ

ン
ド
洋
と
の
関
係
史
が
概
観
さ
れ
て
い
る
。

嘗
時
の
イ
ン
ド
洋
の
統
一
に
中
極
的
役
割
を
演
じ
た
の
は
沿
海
イ
ン
ド
で
あ

っ
た
(
ム
ガ
ル
帝
圏
、
イ
ン
ド
産
織
物
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ゴ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
的

イ
ン
ド
洋
構
造
の
中
心
と
し
て
の
イ
ン
ド
の
役
割
)
。
イ
ン
ド
洋
西
部
で
は
オ

ス
マ
ン
朝
と
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
が
イ
ン
ド
洋
形
成
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
た
。

イ
ン
ド
洋
東
端
で
は
、
マ
ラ
ッ
ヵ
、
ア
チ
ェ
l
、
パ
ン
タ
ム
、
パ
タ
ユ
等
で
イ

ン
ド
洋
シ
ス
テ
ム
と
南
シ
ナ
海
シ
ス
テ
ム
が
合
流
し
た
。
明
・
清
雨
朝
の
海
上

貿
易
政
策
が
イ
ン
ド
洋
貿
易
に
影
響
を
輿
え
、
中
園
人
の
移
民
と
パ
タ
ヴ
ィ
ア

な
ど
の
都
市
の
成
長
を
導
い
た
。
ジ
ャ
ワ
の
海
運
は
雨
シ
ス
テ
ム
の
-
部
分
を

な
し
、
呑
料
諸
島
へ
は
ア
ラ
ブ
人
も
イ
ン
ド
人
も
ジ
ャ
ワ
人
も
競
っ
て
進
出
し

た
。
十
八
世
紀
後
半
に
は
ジ
ヤ
ン
ク
・
ル
ー
ト
へ
の
イ
ギ
リ
ス
人
私
一
商
人
の
進

出
が
見
ら
れ
た
。
以
下
、
世
紀
毎
に
概
観
さ
れ
る
。

十
五
世
紀
に
は
イ
ン
ド
洋
諸
地
域
の
イ
ス
ラ
ム
化
が
進
展
し
(
マ
ラ
ッ
カ
園

王
の
改
宗
な
ど
)
、
メ
ッ
カ
巡
喧
か
イ
ン
ド
洋
の
ム
ス
リ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
メ
ッ
カ
の
一
粘
に
枚
束
さ
せ
た
。
十
五
世
紀
-
初
め
は
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
中

園
人
の
「
最
後
の
全
盛
期
」
で
、
マ
ラ
ッ
カ
の
勃
興
も
そ
れ
と
無
関
係
で
な

い
。
ア
ラ
ブ
人
と
中
園
人
の
後
退
に
よ
っ
て
生
じ
た
閲
隙
を
つ
い
て
進
出
し
た

の
が
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
人
で
あ
り
ジ
ャ
ワ
人
で
あ
っ
た
。
十
五
世
紀
の
イ
ン
ド
洋
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の
重
要
港
市
〈
マ
ラ
ッ
カ
、
ホ
ル
ム
ズ
、
キ
ャ
ン
ベ
イ
、
カ
リ
カ
ッ
ト
〉
は
、

キ
ャ
ン
ベ
イ
を
除
い
て
内
陸
部
へ
深
い
浸
透
が
み
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
港
市
を

支
え
た
の
は
大
陸
園
家
で
な
く
て
、
イ
ン
ド
洋
で
あ
っ
た
。

十
六
世
紀
の
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
繁
化
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
到
着
に
よ
る
以

上
に
西
部
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
大
陸
諸
園
家
の
興
起
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
。
ム
ガ
ル
朝
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
下
で
イ
ン
ド
洋
貿
易
の

内
陸
部
へ
の
浸
透
と
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
強
化
が
な
さ
れ
、
メ
ッ
カ
巡
穫
が
促
進

さ
れ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
の
輸
出
港
モ
カ
が
設
展
し
、
イ
ン
ド
人
の
紅
海
貿
易
の
重

要
性
が
増
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
最
初
の
暴
力
的
な
序
曲
の
後
は
既
存
の
構
造

内
に
収
ま
り
、
い
わ
ば
そ
れ
に
飲
み
込
ま
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
公
貿
易
自
慢

は
イ
ン
ド
洋
貿
易
全
佳
か
ら
見
れ
ば
取
る
に
足
り
な
か
っ
た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
私
一
商
人
の
活
動
が
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
存
在
を
確
立
し

た
。
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
一
商
人
と
ジ
ャ
ワ
人
の
海
運
業
が
引
き
績
き
繁
栄
し
た
。

十
七
世
紀
に
は
貿
易
の
内
陸
部
へ
の
浸
透
・か
-
層
深
ま
っ
た
。
ム
ガ
ル
朝
等

西
方
三
一
帝
園
は
引
き
繍
き
商
人
に
相
嘗
の
保
護
を
輿
え
、
商
業
の
圏
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
確
立
し
、
そ
の
結
果
イ
ン
ド
の
海
上
貿
易
は
大
い
に
設
展
し
た
。
ト

ル
コ
的
要
素
は
次
第
に
弱
ま
り
、
以
後
回
復
し
な
か
っ
た
。
シ

I
ア
汲
の
ザ
イ

デ
ィ
家
の
下
で
イ
エ
l
メ
ン
が
二
ハ
一
二
五
三
六
年
に
オ
ス
マ
ン
朝
か
ら
濁
立

し
、
そ
の
港
モ
カ
に
は
イ
ン
ド
船
が
集
中
し
た
。
二
ハ
二
二
年
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
が
ホ
ル
ム
ズ
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
奪
っ
た
。
十
七
世
紀
後
半
に
オ
マ

1
ン

の
ヤ
ル

l
ピ
l
朝
の
興
起
に
よ
っ
て
ア
ラ
ブ
人
が
勢
力
を
回
復
し
た
。
同
朝
の

海
軍
は
イ
ン
ド
洋
と
東
ア
フ
リ
カ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
大
勝
し
た
。
十
七
世
紀

末
に
オ
マ
l
ン
の
船
は
海
賊
化
し
た
が
、
十
七
世
紀
は
全
種
と
し
て
イ
ソ
ド
洋

貿
易
の
繁
祭
の
世
紀
で
あ
り
、
と
く
に
イ
ン
ド
の
主
要
港
ス

I
ラ
ト
、
マ
ス
リ

パ
タ
ム
、
フ
l
グ
リ
が
繁
栄
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
遠
い
イ
ギ
リ
ス
人
と
オ

ラ
ン
ダ
人
は
大
陸
深
奥
部
と
交
易
し
て
い
た
の
で
、
大
陸
諸
王
園
の
陸
上
権
力

に
敬
意
を
表
し
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
呑
料
諸
島
と
の
貿
易
の
濁
占
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
マ
カ
ッ
サ
ル
に
ま
で
進
出
し
て
香
料
を
入
手
し
て
い
た
イ
ン
ド
船
が

ス
マ
ト
ラ
の
胡
敏
や
マ
ラ
ヤ
の
錫
な
ど
の
代
替
商
品
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ア
ラ
カ
ソ
海
洋
園
家
の
崩
壊
は
ベ
ン
ガ
ル
人
の
貿
易
の
自
由
化
に
貢
献
し

た
。
二
ハ
一
三
年
に
ピ
ル
マ
の
ト
ク
ン
グ
l
朝
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
勢
力
を
一
掃

し
た
も
の
の
、
貿
易
の
抜
大
に
興
味
を
失
っ
た
の
に
到
し
て
、
シ
ャ
ム
の
園
王

は
十
五
世
紀
末
以
来
の
王
宮
貿
易
を
積
極
的
に
縫
績
し
、
シ
ャ
ム
は
イ
ン
ド
と

中
園
の
貿
易
の
橋
渡
し
役
を
果
し
た
。
マ
レ
ィ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
以
前

マ
ラ
ッ
カ
に
集
中
し
て
い
た
貿
易
を
引
き
継
い
で
ア
チ
ェ
l
、
パ
ン
タ
ム
、
マ

カ
ッ
サ
ル
、
ジ
ャ
ン
ピ
な
ど
の
港
が
繁
栄
し
、
そ
れ
ら
の
港
で
中
園
人
と
イ
ン

ド
人
が
引
き
綴
き
交
易
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
干
渉
と
ジ
ャ
ワ
内
陸
部
か
ら
の

マ
タ
ラ
ム
王
閣
の
攻
撃
と
に
よ
り
、
ジ
ャ
ワ
人
の
貿
易
と
海
運
業
は
衰
退
し

た
。
明
清
交
替
や
鄭
氏
-
族
の
抵
抗
の
時
期
に
も
中
園
と
東
南
ア
ジ
ア
の
海
上

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
損
わ
れ
な
か
っ
た
。
一
時
衰
退
し
た
マ
一
ラ
貿
易
も
復
活

し
、
そ
れ
に
は
イ

ン
ド
の
織
物
を
持
つ
て
の
イ
ギ
リ
ス
人
私
荷
人
と
イ
ン
ド
人

商
人
の
参
入
も
見
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
進
出
は
イ
ン
ド
洋

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
、
運
迭
能
力
の
強
化
、
競
争
の
激
化
を
も
た
ら
し

た
。
し
か
し
彼
ら
は
既
存
の
構
造
内
で
活
動
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
一
部
の
オ

ラ
ン
ダ
に
よ
る
領
有
を
除
い
て
、
イ
ン
ド
貿
易
の
系
を
増
加
さ
せ
た
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

十
八
世
紀
に
お
け
る
最
も
重
要
な
第
化
は
、
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
ヨ

ー
ロ
ッ

パ
人
的
要
素
の
重
要
性
の
増
大
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
同
世
紀
末
に
お
け
る
イ

ン
ド
洋
の
貿
易

・
海
運
の
構
造
的
統

一
性
の
尉
媛
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
植
民

地
の
樹
立
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
相
互
の

-171ー



592 

世
界
の
分
雌
、
仲
開
意
識
の
崩
壊
で
、
イ
ン
ド
の
内
部
で
の
支
配
従
属
関
係
の

進
展
が
そ
れ
に
大
き
く
寄
興
し
た
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
海
上
貿
易
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
内
陸
深
く
へ
の
浸
透
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
十
五
世
紀
以
前
の
よ
う

な
狭
い
後
背
地
し
か
持
た
な
く
な
っ
た
。
こ
の
移
行
は
サ
フ
ア
ヴ
ィ

1
朝
と
ム

ガ
ル
朝
の
同
時
的
厨
媛
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
衰
退
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
人
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
紅
海

・
ベ
ル
シ
ア
湾
貿
易
が
衰

退
し
た
。
た
だ
こ
の
衰
退
の
一
部
分
は
ア
ラ
ブ
人
の
勢
力
回
復
に
よ
っ
て
帳
消

し
に
さ
れ
た
(
オ
マ

l
γ
の
プ
サ
イ
デ
ィ

1
朝
の
勃
興
と
西
部
イ
ン
ド
洋
で
の

貿
易
の
か
な
り
の
部
分
の
支
配
、
ク
ウ
ェ
イ
ト
と
パ
ハ
レ
イ
ン
で
の
ウ
ト
ウ

e

フ

族
の
興
起
、
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
の
諸
潜
の
船
の
東
部
イ
ン
ド
洋
へ
の
航
海
な
ど
〉
。

東
部
イ
ン
ド
洋
で
の
イ
ン
ド
の
海
運
業
の
衰
退
は
よ
り
早
く
十
七
世
紀
末
に
起

こ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
私
貿
易
の
成
長
で
イ
ン
ド
洋
の
性
格
は
さ
ら
に
後
え
ら

れ
た
。
十
七
世
紀
後
半
に
始
ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
私
貿
易
は
、
桂
田
初
は
ア
ジ

ア
の
貿
易
復
合
鐙
の
一
部
分
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
(
ア
ジ
ア
人
の
資
金
に
支

え
ら
れ
、
ア
ジ
ア
人
の
荷
を
ア
ジ
ア
人
の
市
場
に
運
迭
し
た
)
。
ま
ず
マ
ド
ラ

ス
、
次
い
で
カ
ル
カ
ッ
タ
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
海
運
業
が
設
展
し
、
銃
に
弱
穫
化

し
て
い
た
イ

ン
ド
人
の
海
運
業
は
こ
れ
に
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
人
の
海
運
業
は
十
八
世
紀
中
頃
に
英
併
聞
の
戦
争
な
ど
に
よ
り
一
時
後
退
し

た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
勝
利
と
共
に
一
七
六

0
年
代
に
回
復
し
た
。
こ
の
時
ま
で

に
カ
ル
カ
ッ
タ
船
凶
は
西
部
イ
ン
ド
洋
市
場
か
ら
撤
退
し
、
東
方
、
主
に
中
園

と
の
貿
易
へ
と
側
換
し
、
マ
ド
ラ
ス
、
ボ
ン
ベ
イ
の
イ
ギ
リ
ス
人
も
中
園
と
の

茶
貿
易
に
参
加
し
て
い
っ
た
。
イ
ン
ド
洋
の
東
部
に
向
け
ら
れ
た
こ
の
海
運
の

量
は
空
前
の
規
模
へ
と
設
展
し
た
が
、
同
時
に
今
ま
で
よ
り
は
る
か
に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
人
相
互
聞
の
貿
易
と
い
う
性
格
を
強
め
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て
再
編
成

さ
れ
た
後
背
地
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
マ
レ
イ

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
世
界

で
は
こ
の
努
化
は
、
一
方
で
の
ジ
ャ
ヮ
、
ス
マ
ト
ラ
、
策
部
諸
島
と
、
他
方
で

の
今
日
の
マ
レ
イ
シ
ア
地
域
と
の
分
裂
と
い
う
形
で
見
ら
れ
た
(
前
者
の
地
域

の
オ
ラ
ン
ダ
の
政
治
的
支
配
の
強
化
に
よ
る
窮
乏
化
と
後
者
の
中
園
貿
易
の
中

継
地
と
し
て
の
繁
祭
)
。
ア
ジ
ア
人
の
側
で
の
十
八
世
紀
後
半
の
重
要
な
稜
展

は
南
セ
レ
ベ
ス
か
ら
の
ブ
ギ
ス
人
の
四
散
と
リ
ア
ウ
・
ジ
ョ
ホ
ー
ル
で
の
か
れ

ら
の
活
路
、
そ
れ
に
海
賊
の
横
行
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
洋
貿
易
の
性
格
の
出
演
化

は
、
-
七
八

0
年
代
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
船
の
イ
ン
ド
洋
進
出
に
も
あ
ら
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
頃
に
は
中
園
の
大
ジ
ヤ
ン
ク
船
の
時
代
も
終
わ
っ
て
い
た
。
も
は

や
イ
ン
ド
と
中
園
か
ら
の
貿
易
の
流
れ
が
ジ
ャ
ワ
海
や
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
接
燭

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
洋
の
船
は
今
や
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
」
か
「
原

地
人
の
小
型
船
」
で
、
数
十
年
前
と
は
異
な
り
爾
者
の
区
別
は
明
瞭
化
し
て
い

た
。
イ
ン
ド
洋
の
幹
線
航
路
は
ま
す
ま
す
前
者
の
も
の
に
な
り
、
後
者
は
前
者

の
入
れ
な
い
よ
う
な
停
泊
地
に
航
海
し
て
い
た
。

-172ー
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三
、
本
章
で
は
、
十
五
世
紀
の
政
治
朕
況
、
生
産
、
4

商
業
、
海
港
都
市
、
一
商

人
に
つ
い
て
イ
ン
ド
洋
西
部
か
ら
中
園
ま
で
順
に
概
観
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

海
港
都
市
の
自
治
性
の
強
さ
、
呑
料
貿
易
と
米

・
織
物
貿
易
と
の
不
可
分
性
、

中
園
陶
磁
貿
易
の
研
究
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
主
要
港
市
の
立

地
保
件
、
人
口
構
成
、
街
並
み
等
に
ふ
れ
て
い
る
。
ホ
ル
ム
ズ
で
は
商
人
の
民

族
別
集
住
や
官
僚
化
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

イ
ン
ド
の
各
港
市
で
は
商
入

居
住
地
と
王
宮
と
が
数
マ
イ
ル
離
れ
て
お
り
、
経
済
権
力
と
政
治
権
力
が
明
確

に
分
離
し
て
い
た
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
著
者
た
ち
の
イ
ン
ド
の

各
地
域
で
一
港
の
み
が
卓
越
し
て
い
た
と
の
主
張
や
嘗
時
キ
ャ
ン
ベ
イ
で
の
取

引
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ

γ
ド
ゥ
l
・
バ
ニ
ヤ
の
支
配
下
に
あ
り
、
ジ
ャ
イ
ナ
数
徒
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は
無
視
し
う
る
と
の
主
張
に
は
同
意
で
き
な
い
。

四
、
こ
こ
で
は
十
六
世
紀
の
イ
ン
ド
洋
史
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
役
割
の

過
度
の
強
調
が
戒
め
ら
れ
、
貿
易
構
造
の
前
時
代
か
ら
の
遠
績
性
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
進
出
後
、
若
干
の
商
一
人
集
圏
と
貿
易
ル
l
ト
の
盛
衰
と

新
ル
l
ト
の
開
設
は
あ
っ
た
が
、
既
存
の
貿
易
ル

1
ト
の
繁
更
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
は
ほ
と
ん
ど
成
功
し
て
い
な
い
。
十
六
世
紀
の
イ
ン
ド
の
諸
園
家
は
、
南
北

と
も
地
税
枚
入
を
基
礎
と
し
、
土
地
志
向
的
で
、
商
人
の
活
動
を
ほ
と
ん
ど

規
制
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
貿
易
統
制
策
を
持
ち
込
ん
だ
の
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
放
果
的
で
な
か
っ
た
。
中
園
や
オ
ス
マ
ン
朝
、

マ
ラ
ッ
カ
周
透
諸
園
は
艦
隊
に
よ
り
反
撃
し
た
。
カ
リ
カ
ッ
ト
王
や
一
部
の
領

主
や
イ
ン
ド
商
人
も
武
力
抵
抗
を
試
み
た
が
、
そ
の
失
敗
後
商
人
た
ち
は
三
様

に
反
耐
服
し
た
。
付
統
制
は
厳
し
い
が
あ
ま
り
利
盆
を
阻
害
し
な
か
っ
た
地
域

(
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
、
カ
ナ
ラ
地
方
な
ど
〉
で
は
統
制
を
受
容
。
同
マ
ラ
パ
ー
ル

な
ど
統
制
が
数
果
的
で
胡
叡
貿
易
が
濁
占
さ
れ
た
地
域
で
は
、
在
地
の

7
1
ッ

ピ
ッ
ラ
商
人
が
武
力
抵
抗
し
、
そ
れ
が
注
目
す
べ
き
成
功
を
枚
め
た
。
日
以
上

の
西
イ
ン
ド
以
外
の
地
域
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
影
響
力
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た。
五
、
本
章
で
は
イ
ソ
ド
各
地
の
貿
易
の
十
七
世
紀
初
頭
の
状
況
、
十
七
世
紀

に
お
け
る
設
展
、
全
曲
臨
像
と
評
僚
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

十
七
世
紀
の
イ

ン
ド

の
海
上
貿
易
が
停
滞
的
で
、
そ
の
大
き
な
部
分
を

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
勢
力
に
奪
わ
れ

た
と
す
る
{
九
二

0
年
代
の
そ
ア
ラ
ン
ド
の
見
解
は
今
日
で
は
否
定
さ
れ
、
イ

ン
ド
の
海
運
業
の
衰
退
は
漸
く
十
七
世
紀
末
に
、
そ
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の

競
争
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
他
の
地
域
的
・
政
治
経
済
的
原
因
に
よ
っ
て
起
こ

っ
た
こ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
そ
ル
ッ
カ
諸
島
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
香
料
の
濁
占

に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ジ
ア
人
の
線
貿
易
量
が
大
き
く
減
少
し
な
か
っ
た
の
は
、

香
料
貿
易
が
ア
ジ
ア
の
飽
貿
易
に
占
め
る
比
重
が
低
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ

と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
支
配
に
封
抗
し
て
イ
ン
ド
人
に
よ
る
マ
レ
イ

半
島
や
タ
イ
西
岸
へ
の
貿
易
の
増
大
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の
共
同
に
よ
る
マ
ニ

ラ
貿
易
の
成
長
な
ど
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
著
者
の
叙
述
は
や
や

卒
板
で
あ
る
が
、
慎
重
か
っ
網
羅
的
で
、
評
者
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
タ
イ
か

ら
日
本
へ
の
ム
ス
リ
ム
一
商
人
の
船
の
波
遣
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

六
、
こ
こ
で
は
序
論

E
で
概
観
さ
れ
た
十
八
世
紀
の
イ
ン
ド
洋
史
が
よ
り
包

括
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
箸
者
は
十
八
世
紀
中
に
イ
ン
ド
の
海
上
貿
易
量
が

増
大
し
た
と
み
て
い
る
が
、
そ
れ
が
主
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
貿
易
量
の
増
大
に
よ

る
も
の
と
し
た
場
合
、
そ
の
増
大
は
イ
ン
ド
経
済
全
種
の
設
展
な
く
し
て
内
陸

部
の
生
産
者
・
商
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
へ
の
従
属
化
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
内
陸

貿
易
ル

1
ト
の
確
立
の
み
に
よ
っ
て
読
明
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

七
、
本
章
で
は
と
く
に
マ
ラ
パ

ー
ル

の
土
着
の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
マ

l
ッ
ピ

ッ
ラ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
マ
ラ
パ
ー
ル
諸
王
園
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
い
の
が

特
色
で
あ
る
。
マ
l
ッ
ピ
ッ
ラ
は
カ
リ
カ
ッ
ト
で
は
外
来
ム
ス
リ
ム
の
下
位
に

甘
ん
じ
た
が
、
他
の
諸
都
市
で
は
支
配
的
地
位
に
あ
っ
た
。
初
期
の
ポ
ル

ト
ガ

ル
の
カ
リ
カ
ッ

ト
と
の
封
立
と
コ
ー
チ

ン
、
カ
ナ
ノ
l
ル
〈
エ
リ
〉
と
の
友
好

関
係
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
カ
リ
カ
ッ
ト
の
外
来
ム
ス
リ
ム
と
の
封
立
、
コ
ー
チ

ン
、
カ
ナ
ノ

1
ル
の
マ
l
ッ
ピ
ッ
ラ
と
の
友
好
関
係
を
も
た
ら
し
た
が
、
ア
ル

プ
ケ
ル
ケ
が
ゴ
ア
に
根
接
地
を
移
し
、
コ
ー
チ
ン
と
カ
ナ
ノ
l
ル
の
重
要
性
が

失
わ
れ
る
と
、
爾
市
の

7
1
ッ
ピ
ッ
ラ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
制
到
す
る
敵
封
活
動
が

始
ま
り
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
貿
易
統
制
力
が
抵
抗
し
た
。
彼
ら
の
抵
抗
は
カ
ナ
ノ

I
ル
の
マ
マ
レ
(
初
期
。
ア
リ
・
ラ
l
ジ
ャ
の
祖
先
)
、
ヵ
リ
カ
ッ
ト
の
ク
ン

ニ
ヤ
リ

l
-
族
(
十
六
世
紀
末
)
、
ヵ
ナ
ノ

l
ル
の
ア
リ
・
ラ
ー
ジ
ャ
{
族
(
十

六
世
紀
後
半
に
一
時
デ
カ
ン
の
全
ム
ス
リ
ム
王
朝
と
同
盟
。
ケ
ラ
ラ
で
唯
-
の
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ム
ス
リ
ム
王
朝
を
樹
立
)
な
ど
活
波
で
あ
っ
た
が
、
ム
ガ
ル
一帝
園
の
確
立
に
よ

る
胡
阪
の
内
陸
総
途
ル

l
ト
の
設
展
で
、
マ
ラ
パ
ー
ル
の
海
上
貿
易
は
阻
害
さ

れ
た
。八

、
木
一挙
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
暗
黒
イ

ン
ド
曾
祉
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
ア
ジ
ア

内
貿
易
へ
の
積
極
的
参
加
に
つ
い
て
、
そ
の
成
功
の
鍵
が
香
料
諸
島
と
の
貿
易

の
濁
占
と
そ
れ
以
上
に
重
要
な
日
本
貿
易
で
あ
っ
た
が
、
十
七
世
紀
末
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
二
貿
易
の
重
要
性
の
低
下
が
同
祉
の
ア
ジ
ア
内
貿
易
の
衰
退
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ジ
ア
閲
貿
易
で
の
イ
ギ
リ
ス
に
封
す
る
敗
北

(と
く
に
イ
ン
ド

で
〉
を
も
た
ら
し
た
こ
と
(
十
七
世
紀
末
以
降
ヨ

ー
ロ
ッ

パ
向
け
輸
出
の
比
重

が
増
大
し
、
そ
の
中
心
は
呑
料
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
の
生
紙
と
織
物
に
移
行
し
て
い

た
の
だ
が
)
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
著
者
は
私
貿
易
に
射
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
オ

ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
曾
祉
の
封
胞
の
相
違
を
強
調
し
て
は
い
な
い
。

九
、
本
章
で
は
、

一
五

O
O年
頃
の
東
ア
フ
リ
カ
の
沿
岸
経
済
、
ポ
ル

ト
ガ

ル
人
の
諸
活
動
(象
牙
貿
易
と
そ
ザ
ン
ピ
ー
ク
の
設
展
、
十
七
世
紀
の
ザ
ン
ベ

ジ
ア
内
陸
部
の
植
民
地
化
と
金
の
採
掘
量

・
輪
出
量
の
増
大
、
十
八
世
紀
に
お

け
る
プ
ラ
ゾ
と
呼
ば
れ
る
領
主
制
の
樹
立
な
ど
)
、
十
七
世
紀
後
牟
の
東
ア
フ

リ
カ
で
の
イ
ン
ド
一商
人
の
積
極
的
活
動
、
オ
マ

l
ン
人
に
よ
る
そ

ン
パ
サ
の
奪

取
と
東
ア
フ
リ
カ
北
部
の
貿
易
破
鎖
、

十
八
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ

る
家
畜
貿
易
の
開
始
、
イ

ン
ド
洋
経
済
を
根
本
的
に
鎚
化
さ
せ
た
.フ
ラ

ン
テ
l

シ
ョ
ン
の
導
入
(
併
領
モ

l
リ
シ
ャ
ス
な
ど
〉
と
そ
の
労
働
力
と
し
て
の
奴
毅

貿
易
の
大
々
的
設
展
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
オ
マ
l
ン

の
ブ
サ
イ
デ
ィ

l
朝
に

よ
る
東
ア
フ
リ
カ
沿
岸
貿
易
支
配
と
プ
ラ
ン
テ
l
シ
z
ン
経
営
の
開
始
な
ど
が

述
べ
ら
れ
る
。
著
者
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
園
の
進
出
だ
け
で
な
く
海
岸
都
市
と
内

陸
部
族
と
の
関
係
や
東
ア
フ
リ
カ
濁
自
の
手
工
業
生
産
に
ま
で
言
及
し
て
い

る。

た
だ
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
ア

フ
リ
カ
貿
易
の
紹
頂
期
(
十
七
世
紀
と
さ
れ

る
〉
と
プ
ラ
ゾ
領
主
制
の
時
期
と
の
関
係
が
や
や
不
分
明
な
印
象
を
受
け
た
。

十、

著
者
は
十
七
、
十
八
世
紀
の
セ
イ
ロ
ン
(
ス
リ
ラ
ン
カ
〉
の
海
洋
史
を

付
ポ

ル
ト
ガ
ル

の
海
上
制
覇
期、

ωポ
ル
ト
ガ
ル
と
オ
ラ
ン
ダ
の
抗
争
期
、
日

十
八
世
紀
末
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
の
完
全
支
配
期
に
区
分
す
る
。
そ
し
て
二
ハ
-

四
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
に
よ
る
肉
桂
溺
占
宣
言
に
よ
る
肉
桂
総
出
金
の
増
大

と
二
ハ
三
八
年
以
降
の
オ
ラ
ン
ダ
と
の
戟
争
に
よ
る
急
減
、

ポ
ル
ト
ガ

ル
支
配

に
よ
る
ア
ラ
ブ
人
の
貿
易
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
セ
イ

ロ
ン
の
分
離
(
ポ
ル

ト
ガ
ル

支
配
下
の
コ
ロ
ン
ボ
な
ど
の
渡
展
と
ム
ス
リ
ム
商
人
の
中
小
諸
港
へ
の
移
動
〉
、

オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
濁
占
の
強
化
、

一
六
七

O
年
以
降
の
主
要
輪
出
入
口
問
(
米
以

外
〉
の
濁
占
と
そ
の
悪
影
響
、
南
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
か
ら
の
小
規
模
貿
易
の
規
制

の
強
化
と
そ
の
失
敗
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
本
章
で
は

セ
イ
ロ

ン
の
農
民
経
済

と
貿
易
と
の
関
係
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
米
と
粗
布
を
海
外
に
依
存

す
る
セ
イ
ロ

ン
の
農
民
経
済
な
の
に
農
民
の
一商
品
交
換
活
動
が
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
か
っ
た
と
の
結
論
に
は
疑
問
が
残
っ
た
。

十

て

本

章
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
自
陸
が

一
つ
の
貿
易
世
界
で
あ
っ
た
こ

と
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
進
出
以
前
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
獲
濯
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
進
出
の
影
響
、
オ
ラ
ン
ダ
の
胡
淑
争
奪
戦
争
や
胡
淑
貿
易
の
支
配
と

そ
の
影
響
、
中
園
人
の
貿
易
そ
の
他
の
活
動
(
た
と
え
ば

一
七
四

O
年
の
バ
タ

ヴ
ィ
ア
で
の
中
園
人
の
反
乱
が

一
設
で
は
オ
ラ
ン
ダ
統
治
の
内
部
尉
綴
の
強
兆

と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
中
園
人
の
パ
タ
ヴ

ィ
ア
貿
易
の
ピ
l
ク
が
二
ハ
九

O
l
-
七
三

O
年
で
、
そ
の
後
中
国
人
の
貿
易
の
中
心
が
リ
ア
ウ

・
ジ

ョ
ホ
ー

ル
に
移
動
し
た
こ
と
)
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の

進
出
に
封
し
て
よ
く
抵
抗
し
え
た
ジ
ャ

ワ
人
の
海
運
業
が
、
豚
一倒
的
な
軍
事
力

を
背
景
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
香
料
諸
島
の
貿
易
の
濁
占
と
マ
タ
ラ
ム
勢
力
に

よ
る
ジ

ャ
ワ
島
北
岸
の
諸
港
の
攻
撃
に
よ
っ
て
表
返

し
た
こ
と
が
強
-調
さ
れ
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て
い
る
。
本
章
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
の
勢
力
範
囲
按
張
競
争
に
つ
い
て
も

興
味
深
い
銭
、
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

十
二
、
本
書
で
は
最
近
研
究
が
進
展
し
は
じ
め
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
私
貿
易
史

に
二
章
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
本
意
で
は
、
十
八
世
紀
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ

の

中
で
イ
ギ
リ
ス
人
が
私
貿
易
(
東
イ
ン
ド
曾
祉
の
正
規
の
貿
易
以
外
の
貿
易
)

に
最
も
深
く
閥
奥
し
、
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
ア
ジ
ア
内
貿
易
(
「
地
方
貿
易
」
)

に
お
け
る
支
配
的
な
地
位
を
輿
え
た
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
私
貿
易
は
十
七
世
紀

前
学
に
愛
生
し
、
中
葉
に
基
礎
を
固
め
、
後
牢
J
十
八
世
紀
前
半
に
第
-
衣
設

展
期
、
同
世
紀
後
牢
か
ら
第
二
次
設
展
期
を
迎
え
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら

に
私
貿
易
参
加
者
の
構
成
、
ア
ジ
ア
人
貿
易
業
者
に
劃
す
る
勝
利
の
理
由
、
マ

ド
ラ
ス
、
カ
ル
カ
ッ
夕
、
ボ
ン
ベ
イ
の
イ
ギ
リ
ス
人
私
貿
易
の
設
展
過
程
、
ア

ジ
ア
的
貿
易
世
界
の
{
部
分
を
な
し
た
第
一
衣
設
展
期
の
イ
ギ
リ
ス
人
私
貿

易
、
ア
ジ
ア
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

の
外
で
活
動
し
ヨ

l
ロ

γ
パ
人
の
需
要
に
依
存

し
た
第
二
次
笈
展
期
の
私
貿
易
〈
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
l
・
ハ
ウ
ス
の
設
展
な
ど
)
、

東
南
ア
ジ
ア
・
中
園
市
場
へ
の
中
心
の
移
動
な
ど
に
言
及
し
、
十
九
世
紀
は
じ

め
ま
で
に
イ
ギ
リ
ス
人
私
貿
易
が
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
市
場
と
密
接
に
連
結
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
も
ふ
れ
る
。

十
三
、
木
章
で
は
イ
ギ
リ
ス
人
私
一
商
人
と
イ
ン
ド
人
一
商
人
と
の
関
係
に
焦
駐

が
あ
わ
せ
ら
れ
る
。
ま
ず

-
七
六

O
年
頃
ま
で
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
舎
祉
や

私
商
人
と
生
産
者
と
の
聞
の
仲
買
人
と
し
て
の
イ
ン
ド
人
一
商
人
の
協
力
が
不
可

飲
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
彼
ら
と
イ
ギ
リ
ス
側
と
の
関
係
が
多
面
的
に
概
観
さ
れ

る
。
次
に
そ
れ
以
後
イ
ン
ド
人
一
商
一
人
の
必
要
性
が
減
少
し
た
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス

人
私
一
商
人
の
生
産
者
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
だ
け
で
は
設
明
で
き
ず
、
ム
ガ
ル

朝
の
溺
嬢
に
よ
る
無
政
府
欣
態
と
地
方
で
の
搾
取
の
強
化
に
よ
り
イ
ン
ド
人
商

人
が
衰
退
し
た
の
に
射
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
曾
祉
は
長
距
離
貿
易
へ
の

特
化
に
よ
る
利
黙
と
地
方
権
力
者
に
特
権
付
期
間
を
強
要
で
き
る
法
人
と
し
て
の

権
威
を
持
ち
、
イ
ギ
リ
ス
人
私
商
一
人
は
こ
の
法
人
の
構
成
を
最
大
限
に
刺
用
し

て
イ
ン
ド
人
と
の
競
争
に
勝
利
で
き
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
特
化
の
問
題
な
ど
の

著
者
の
読
明
は
か
な
り
難
解
で
あ
る
。
ま
た
東
イ
ン
ド
曾
祉
や
イ
ギ
リ
ス
人
私

商
人
と
結
託
し
た
イ
ン
ド
商
人
と
そ
う
で
な
い
商
人
と
の
匿
別
を
明
確
に
し
て

波
落
の
理
由
が
提
示
さ
れ
れ
ば
よ
り
設
得
的
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

十
四
、
こ
の
章
で
は
主
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
進
出
以
後
の
中
園
の
封
外
貿
易
関
係

が
概
観
さ
れ
、
と
く
に
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
庚
東
の
中
園
人
と
の
相
互

依
存
的
な
貿
易
活
動
に
つ
い
て
詳
し
い
。
従
来
十
七
、
十
八
世
紀
に
は
一
隅
建
省

の
船
が
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
シ
ナ
海
で
支
配
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
貿
易
活
動
を
考
え
れ
ば
、
庚
官
民
省
の
役
割
は
も
っ

と
高
く
評
債
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
十
七
世
紀
末
以
来
、
中
園
か
ら
パ
タ

ヴ
ィ
ア
へ
の
主
要
輸
出
口
問
は
生
紙

・
絹
織
物
か
ら
茶
に
第
わ
り
、
胡
叡
が
最
重

要
輸
入
品
と
な
っ
た
こ
と
、
-
七
三

0
年
代
の
オ
ラ
ン
ダ
の
中
園
と
の
直
接
取

引
開
始
決
定
以
後
、
中
園
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
貿
易
が
衰
退
化

し
た
こ
と
、
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
私
一両一
人
の
活
動
が
十
七
世
紀
末
に
は
中

園
砂
糖
と
マ
ラ
パ

ー
ル
胡
板
と
の
貿
易
な
ど
に
深
く
開
興
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
興
味
深
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
進
出
が
十
七
世
紀
の

中
園
の
海
上
貿
易
の
縮
小
の
-
因
で
あ
る
と
の
主
張
に
は
イ
ベ
リ
ア
人
的
偏
見

が
な
い
だ
ろ
う
か
。

十
五
、
本
章
は
海
運
の
概
設
で
は
な
く
、
十
六
、
十
七
世
紀
の
イ
ン
ド
船
上

で
の
生
活
と
海
事
儀
躍

・
迷
信
に
つ
い
て
の
専
論
で
あ
り
、

他
の
諸
一寧
と
趣
き

を
異
に
す
る
。
著
者
は
ベ
ル
シ
ア
語
の
メ
ッ
カ
巡
雄
紀
行
『
ア
ニ
l
ス
ル
・
フ

ッ
ジ
ャ

l
ジ
』
や
英
文
史
料
に
依
接
し
て
、
イ
ン
ド
船
上
で
の
生
活
の
諸
側
面

を
祉
曾
史
的
観
黙
か
ら
叙
述
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
や
中
園
船
と
の
比
較
も
折
り
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に
ふ
れ
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
船
の
選
揮
、
出
潜
日
の
確
認
、
船
内
で
の

座
席
、
食
料
自
緋
、
乗
客
名
簿
、
荷
物
の
積
過
ぎ
、
船
倉
の
使
用
方
法
、
出
帆

時
の
諸
儀
躍
、
船
の
守
り
聖
人

ハ
1
ジ
ャ

・
ヒ
ズ

ル
等

の
信
仰、

船
員
の
任

務
、
水
消
、
給
水
、
コ
ッ
夕
、
調
理
場
、
船
火
事
、
鼠
の
害
、
食
事
時
閥
、
便

所
、
清
掃
、

病
気
と
問
者
、
野
奈
栽
培
、
治
水
の
慮
理
、

刷
出
と
瓜、

波
霧
、
海

賊
、
火
際
、
乗
客
と
船
員
の
比
率
、
徐
暇
、
船
員
へ
の
附
物
な
ど
。
そ
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
船
と
の
比
較
で
は
水
抽
出
な
ど
-
長
-
短
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
東
イ
ン

ド
曾
祉
船
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
一
般
一商
船
と
の
比
較
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

四

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
本
書
は
一
五

O
O年
J
一
八

O
O
年
の
「
イ
ン
ド
と

イ
ン
ド
洋
」
史
に
関
す
る
今
日
の
研
究
水
準
を
包
括
的
に
紹
介
し
た
ま
と
ま
り

の
よ
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
の
著
者
相
互
聞
に
は
若
干
の
主
張

(
力
貼
〉
の
相
違
も
見
ら
れ
る
。
以
下
で
は
若
干
の
私
見
を
交
え
つ
つ
そ
れ
ら

の
黙
を
見
て
い
こ
う
。
ま
た
本
書
で
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
燃
も
紹
介
し

て
み
よ
う
。

ま
ず
本
書
の
編
者
た
ち
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
以
西
を
イ
ン
ド
洋
と
み
な
し
て
お

り
、
そ
れ
は
安
骨
固
な
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
で
は
む
し
ろ
南
シ
ナ
海
や
東

シ
ナ
海
も
含
ん
だ
全
ア
ジ
ア
海
域
の
貿
易
構
造
の
一
一
慢
性
が
強
調
さ
れ
て
お

り
、
イ
ン
ド
洋
の
境
界
を
設
定
し
た
こ
と
の
積
筏
的
意
義
が
不
鮮
明
な
印
象
を

受
け
た
。
次
に
、
序
論
日
と
第
六
章
を
捻
蛍
し
た
ア
シ
ン
・
ダ
ス
・
グ
プ
タ
の

叙
述
の
優
れ
た
黙
は
、
海
上
貿
易
史
を
後
背
地
の
政
治

・
経
済
史
と
有
機
的
に

結
合
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
十
五
世
紀
の
イ
ン
ド
洋
の
港

市
が
内
陸
部
と
深
い
結
び
つ
き
を
持
た
な
か
っ
た
が
十
六
世
紀
に
は
内
陸
大
図

家
の
興
起
に
よ
り
海
上
ル

l
ト
と
陸
上
ル

l
ト
が
結
合
さ
れ
た
と
し
、
オ
ス
マ

ン
朝
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ

l
朝
、
と
く
に
ム
ガ
ル
靭
の
猿
衰
を
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
人
の
イ
ン
ド
洋
貿
易
の
盛
衰
の
窮
極
の
背
景
と
み
な
し
て
い
る
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
人
私
貿
易
の
渓
展
の
主
要
な
背
景
を
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
舎
祉

に
よ
る
イ
ン
ド
内
陸
部
支
配
の
進
展
に
求
め
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
の
支
配

を
武
力
的
支
配
と
だ
け
見
る
の
で
は
な
く
、
内
陸
交
易
路
の
整
備
や
生
産
陸
制

の
再
編
成
と
い
う
貼
か
ら
見
て
い
る
。
今
後
こ
の
方
向
で
地
域
別
に
よ
り
説
得

的
に
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

他
方
ピ
ア
ス
ン
は
序
論
I
で
「
一
般
に
海
上
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
陸
上
で
起

こ
っ
た
こ
と
よ
り
重
要
性
が
少
な
い
」
と
述
べ
な
が
ら
、
第
四
章
に
お
い
て
は

ム
ガ

ル
朝
な
ど
の
興
起
が
イ

ン
ド
洋
貿
易
の
設
展
に
輿
え
た
積
極
的
な
影
響
に

つ
い
て
ほ
と
ん
ど
強
調
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
の
彼
の
主
張
は
『
ポ
ル
ト
ガ
ル

と
イ
ン
ド
』
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
が
、
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
だ
け
で
な
く

イ
ン
ド
全
鐙
や
オ
ス
マ
ン
朝
、
中
園
な
ど
を
も
劉
象
と
し
て
い
る
た
め
、
ま
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
統
制
と
そ
の
影
響
の
強
弱
を
地
域
毎
に
分
析
し
て
い
る
た
め
、

ア
ジ
ア
人
の
反
感
の
背
景
の
説
明
も
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
イ
ン
ド
』
よ
り
は
諸
要

因
閲
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
オ
ス
マ
ン

朝
や
明
朝
と
イ
ン
ド
の
諸
王
朝
と
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
統
制
策
へ
の
武
力
的

反
撃
の
有
無
の
差
を
後
者
の
土
地
志
向
性
の
み
で
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

前
者
や
「
鎖
園
」
を
行
な
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
追
放
し
た
徳
川
幕
府
も
土
地
志

向
性
の
園
家
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
蛍
時
の
イ
ン
ド
の
諸
図
家
が
一
般
に

一商
人
の
活
動
を
強
く
規
制
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
ム
ガ
ル
朝
な
ど
が
一荷一人

に
か
な
り
の
保
訟
を
輿
え
た
こ
と
は
ア
シ
ン
・
ダ
ス

・
グ
プ
タ
も
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
問
題
は
土
地
志
向
性
一
般
で
な
く
、
各
図
に
お
け
る
一
商
業
や
海
上
貿

易
の
位
置
付
け
、

官
僚
制
の
設
展
度
等
か
ら
よ
り
つ
つ
込
ん
で
見
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
各
港
の
関
税
制
度
の
比
較
な
ど
も
必
要
で
あ
る
。
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次
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
輿
え
た
保
護
の
内
容
に
つ
い
て
、
ピ
ア
ス
ン
は
、
そ
れ

が
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
略
奪
菟
除
を
意
味
す
る
だ
け
で
、
イ
ン
ド
西
海
岸
で
の

非
数
率
的
な
保
護
を
除
け
ば
、
海
賊
の
襲
撃
か
ら
の
保
護
は
何
ら
保
障
さ
れ
な

か
っ
た
と
す
る
(
九
-
頁
〉
。
そ
れ
に
封
し
て
、
ア
ラ
サ
ラ
ト
ナ
ム
は
、
紅
海

や
ベ
ル
シ
ア
湾
へ
の
イ
ン
ド
船
圏
の
護
衛
な
ど
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
保
護
は
か
な

り
貧
質
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
い
る
(
九
九
|
一

O
O頁〉。

他
に
本
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
研
究
課
題
を
若
干
示
せ
ば
、

一商
人
の
役
割

(
社
曾
・
政
治

・
経
済
的
〉
や
船
、
船
員
の
役
割
、
海
賊
な
ど
の
地
域
聞
の
比

597 

較
研
究
、
メ

ッ
カ
巡
雄
、
イ
ン
ド
の
震
替
手
形
の
海
外
で
の
流
通
の
賓
態
の
研

究
な
ど
が
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
で
は
イ
ン
ド
洋
世
界
に
お
け
る
金
銀
の
流
出
入
の
寅
態
や
そ

の
影
響
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
困
難
な
課
題
で
は

あ
ろ
う
が
、
こ
の
面
で
の
現
在
の
研
究
の
到
達
鮎
も
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
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